
千葉教育　令和６年度　萩　29

　本講演会のメインテーマは、「一人一人が
輝く共生社会の形成に向けて」である。障害
の有無に関わらず、誰もがその能力を発揮し、
共生社会の一員として共に認め合い、支え合
い、誇りをもって生きられる社会の在り方に
ついて広く考えていきたい。

【本講演会の開催期日、申込方法等】
○期　日　令和６年11月30日（土）
○時　間　午後１時30分～午後４時
○定　員　130名（受付：午後１時～）
○場　所　県総合教育センター　大ホール
○申込み　電話、メール、申込フォーム
　　　　　（先着順）
※手話通訳等が必要な方は、申込

みの際にお伝えください。
※申込みの際は、①事業番号【1546302】②氏

名（ふりがな）③所属（県民の方は、お住い
の地域名）④連絡先電話番号⑤メールアドレス
⑥来場かZoom視聴か、をお伝えください。

○締切り　令和６年11月28日（木）17時
○申込先　県総合教育センター特別支援教育部
　ＴＥＬ　043−207−6023
　E-mail　sosetokusi@chiba-c.ed.jp

１　はじめに
　休日開放事業／教育講演会（以下、「本講
演会」という。）は、特別支援教育における
今日的課題を取り上げ、その理解や対応等に
ついて学ぶことで教職員の資質・能力の向上
等を図るものである。併せて県民の皆様に対
し、特別支援教育に関する啓発を図ることも
目的とする。

２　今年度の取組
　令和６年４月１日に

「改正障害者差別解消
法」が施行され、民間
の事業者も障害のある
人の求めに応じて合理
的な配慮を行うことが
義務付けられた。教育
現場では、これまで公
立学校で義務付けられ

ていたものが私立学校まで拡がることになる。
障害のある子供たちにとって、少しずつ暮ら
しやすい社会に変化していることは大変喜ば
しい限りである。
　こうした状況を踏まえ、本年度の本講演会
の演題を「特別なニーズのある子どもの理解
と支援−家庭や学校でできること−」として、
講師に東京女子大学現代教養学部教授である
前川あさ美氏をお招きする。いじめや虐待と
いう問題への心理的支援、また、発達障害を
はじめとする障害のある子供とその家族への
支援を通して、子供の育てにくさや問題行動
に悩む保護者や先生方へ具体的かつ実践的な
対応方法についてお話しいただく。
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県総合教育センター特別支援教育部

休日開放事業／教育講演会のお知らせ
「特別なニーズのある子どもの理解と支援

－家庭や学校でできること－」

【講師：前川　あさ美　氏（略歴）】
　東京女子大学現代教養
学部心理・コミュニケー
ション学科で教鞭を取
るかたわら、大学の心
理臨床センターならび
にBONDS東京カウンセ
リングサービスで臨床
活動を行う。臨床心理士、公認心理士の資格を持
つ。「発達障害のある子どもと親の心が軽くなる
本」等、著書も多数。
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などが財を成していた。
地域の経済力は多くの文化人を引き寄せ、利
根川周辺の豊かな文化へとつながる。宗旦が
生まれた布川村も河岸として大変栄えた地域
で、多くの文化人が交流していた。
　また、治安が安定した時代が続いたことに
より、庶民も旅行ができるようになり、各地
の様子を紹介した紀行文などが多く出版され
るようになった。
　こうした当時の社会的背景や、宗旦と交流
のあった文化人などを紹介し、『利根川図志』
の執筆に至った経緯と、出版までの過程や販
売について紹介する。

３　『利根川図
ず
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し

』を読む
　『利根川図志』には、流域各地の旧跡にま
つわる歴史や伝説、物産、植物や魚や虫、岩
石など実に様々な記述がある。当館が所在す
る関宿についても城の歴史を詳しく紹介して
いるほか、絵を好む眼科医も登場し興味深い。
また、宗旦の出身地である布川については、
歴史や寺社、祭礼などについて挿絵付きで解
説されている。展示では、これらの内容につ
いて詳しく紹介する。
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（現茨城県利根町）在住の開業
医、赤
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によって刊行された。利根川と
いう河川に関わる自然・地理・歴史・伝承な
どについて、過去の文献と現地の見聞に基づ
き、挿絵付きでまとめられており、地誌とし
て、紀行文として、また百科事典として、当
時を知るうえで大変貴重な資料である。
　今回の企画展では、作者・赤松宗旦の生い
立ちや、宗旦が執筆を思いたち刊行に至るま
での経緯と、『利根川図志』そのものに記さ
れた内容を紹介する。

１　赤
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について
　赤松宗旦は、利根川沿いの下総国布川村に
生まれ、千

せん
住
じゅ
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（現東京都足立区・荒川区の
一部）に移った後、父親が亡くなったため母
親の実家である下総の吉

よし
高
たか

村
むら

（現印西市）に
身を寄せた。医者であった父の跡を継ぎ、宗
旦も医師を志し開業する。その後、再び布川
に戻り、医業の傍ら『利根川図志』の執筆を
行うに至った宗旦の生立ちを紹介する。

２　『利根川図
ず

志
し

』の出版と販売
　江戸時代後半、利根川流域は舟運で栄え、
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県立関宿城博物館

企画展「赤
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と『利根川図
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』」
９月28日（土）～11月24日（日）

『利根川図志』に描かれた関宿付近の利根川

銚子の海
あしか

驢島と海驢の挿絵



千葉教育　令和６年度　萩　31

２　設立50周年記念展の概要
　千葉県教育振興財団文化財センターが50年
にわたり行ってきた埋蔵文化財調査で出土し
た選りすぐりの資料を、房総のむら風土記の
丘資料館で展示公開する。市原市草
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飾は、縄文時代の装身具としてその意
匠が大変興味深いものとなっている。また同
じく市原市川
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は、弥
生時代後期から古墳時代前期にかけて、千葉
県と東海地方との関係を指し示す貴重な資料
だ。千葉市六
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も、その石材を調べると千葉県で産出され
たものではなく、他地域との交流を予感させ
るものであり、必見である。
　期間中には展示解説会や考古学講座、貝輪
作りなどのワークショップも行い、千葉県の歴史
をより深く知っていただける内容となっている。
　50周年記念展は２か年を予定しており、今
年度はpart１として、旧石器・縄文・弥生時
代を、来年度はpart２として古墳時代以降に
ついて取り上げる予定である。ぜひ、この機
会に千葉県の豊かな歴史の一端を覗いてみて
はいかがだろうか。

　９月21日から、房総のむら風土記の丘資料
館（栄町）では、公益財団法人千葉県教育振
興財団の設立50周年を記念する特別展示を開
催する。

１　千葉県教育振興財団と房総のむら
　千葉県教育振興財団は、昭和49年（1974 
年）11月１日に財団法人千葉県文化財センター
として発足し、令和６年11月に設立50周年を
迎える。
　設立以来、県内の埋蔵文化財の発掘調査を
数多く行い、文化財保護思想の普及を推進し、
県民の生活向上と地域文化の進展に努めてきた。
　平成18年からは房総のむらの指定管理者とな
り、それまで培ってきた独自の知識・技能や育
成された人材等の経営資源を活用し、房総のむ
らの発展やサービス向上にも寄与している。
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文化財センター（四街道市）

腰飾
（市原市：草刈貝塚）房総のむら　風土記の丘資料館（栄町）

小型銅鐸
（市原市：川焼台遺跡）

県立房総のむら　風土記の丘資料館

「地中からのメッセージ～旧石器・縄文・弥生～」
公益財団法人千葉県教育振興財団　設立50周年記念展　part１
９月21日（土）～11月17日（日）


